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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも顔料（Ａ）、３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）、アミンと反応可能な
低分子化合物（Ｃ）、及び溶剤（Ｄ）を混合し、前記重合体（Ｂ）と前記低分子化合物（
Ｃ）とを反応させながら、前記顔料（Ａ）を分散させる顔料分散工程を有し、前記重合体
のアミンと反応可能な低分子化合物（Ｃ）は、下記一般式（１）～（２）、モノブチルリ
ン酸、メチルリン酸、及びフェニルホスホン酸よりなる群から選択される１種以上である
ことを特徴とする、顔料分散液の製造方法。
【化１】
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【化２】

（一般式（１）～（２）において、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ４はそれぞれ独立に、水素原子、
炭素数１～２０の直鎖、分岐鎖又は環状のアルキル基、ビニル基、置換基を有してもよい
フェニル基又はベンジル基、或いは－Ｏ－Ｒ６を表し、Ｒ３は、炭素数１～２０の直鎖、
分岐鎖又は環状のアルキル基、ビニル基、置換基を有してもよいフェニル基又はベンジル
基、或いは－Ｏ－Ｒ６を表し、Ｒ６は、炭素数１～２０の直鎖、分岐鎖又は環状のアルキ
ル基、ビニル基、置換基を有してもよいフェニル基又はベンジル基、或いは炭素数１～４
のアルキレン基を介した（メタ）アクリロイル基を表す。）
【請求項２】
　前記３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）のアミン価が、１０ｍｇＫＯＨ／ｇ～２０
０ｍｇＫＯＨ／ｇであることを特徴とする、請求項１に記載の顔料分散液の製造方法。
【請求項３】
　前記重合体のアミンと反応可能な低分子化合物（Ｃ）の分子量が、５０～４００である
ことを特徴とする、請求項１又は２に記載の顔料分散液の製造方法。
【請求項４】
　前記溶剤が、有機溶剤である、請求項１乃至３のいずれか一項に記載の顔料分散液の製
造方法。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかに記載の顔料分散液の製造方法を用いて製造されたことを特
徴とする顔料分散液。
【請求項６】
　請求項５に記載の顔料分散液と、多官能性モノマー（Ｅ）、及び光重合開始剤（Ｆ）を
含有することを特徴とする、カラーフィルター用感光性着色樹脂組成物。
【請求項７】
　請求項６に記載のカラーフィルター用感光性着色樹脂組成物を用いて形成された着色層
を有することを特徴とする、カラーフィルター。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、顔料の分散安定性に優れた顔料分散液及びその製造方法、カラーフィルター
用感光性着色樹脂組成物、並びに、カラーフィルターに関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置に用いられるカラーフィルターは、一般的に、透明基板と、透明基板上に
形成され、赤、緑、青の三原色の着色パターンからなる着色層と、各着色パターンを区画
するように透明基板上に形成された遮光部とを有している。
　このような着色層の形成方法としては、顔料分散法、染色法、電着法、印刷法などが知
られている。中でも、分光特性、耐久性、パターン形状及び精度等の観点から、平均的に
優れた特性を有する顔料分散法が最も広範に採用されている。
【０００３】
顔料分散法では、例えば、顔料を含有する着色層用感光性樹脂組成物を透明基板上に設け
、所望のパターン形状に露光した後現像して、各色の着色層をパターン状に形成する。こ
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のように着色層を形成する場合、現像後に着色層用感光性樹脂組成物の未溶解物が残存す
る（以下、”地汚れ”という場合がある）ことがある。着色層用感光性樹脂組成物の未溶
解部が基板上の非画素部に残存した場合には、透過率やコントラストの低下、表示不良な
どを引き起こすほか、パターンエッジ部に残存した場合には、ＩＴＯ膜の剥離や、液晶セ
ル化工程でのシール性劣化を起こすなど、後工程にまで影響を及ぼすような問題が生じて
いた。
【０００４】
　近年、カラーフィルターの色再現性向上のため、着色層に対しては、より高透過、且つ
高濃度であることが要求されている。高濃度の着色層を形成するためには、使用する着色
層用樹脂組成物中の顔料濃度を上げる必要があるが、顔料の濃度を高くすることによって
顔料の分散安定性が得られ難いという問題が発生している。また、顔料の濃度を高くする
ことによって、感光性や溶解性などの着色層形成性に寄与する成分が相対的に減少した結
果、本来有していた層形成能が不十分になり、現像後に未露光部の着色層用感光性樹脂組
成物が残存し易くなるといった問題（地汚れの増加）や、現像時に着色層用感光性樹脂組
成物のパターン状硬化膜の基板との密着性が不十分となるといった問題が生じている。
【０００５】
　基板に未露光部の感光性樹脂組成物が残る地汚れの問題を解決するために、特許文献１
では、着色樹脂組成物に分子量が８００以下の有機カルボン酸無水物を配合する方法が提
案されている。
しかしながら、特許文献１に開示されるような方法であっても、顔料濃度が高い場合の分
散安定性を良好にした上で、地汚れの発生を十分に抑制することができなかった。また、
露光後の硬化物の密着性を十分に高いものとすることが難しかった。
【０００６】
　また近年、より高精細、高輝度、高コントラストの画面が求められており、これに対し
てより微細な顔料の使用が検討されている。しかしながら、より微細な顔料は不安定であ
るため、分散安定性が得られ難いという問題が生じている。この問題を解決するために、
極性を高くした顔料分散剤の使用（例えば、特許文献２）が提案されている。しかしなが
らこの場合、極性が高いことにより使用可能な溶剤の制約を受け、使用範囲が限定される
。また、市販の顔料分散剤は、より微細な顔料の分散安定性を得るためには、必要量が多
くなる傾向があり、現像性や製膜後の密着性等に不具合を生じやすく、顔料分散安定性と
層形成性とのトレードオフ関係に陥って性能向上が困難であった。
【０００７】
　また、顔料を均一に分散する方法として、顔料、モノマーを含む水溶液に重合開始剤を
加えて重合させ、顔料含有重合体水溶液を作る方法が提案されている（特許文献３）。し
かしながら、この方法を有機溶剤に適用した場合、顔料が分散された水と有機溶剤との濡
れ性が異なるため、重合後の溶液において顔料が沈降しやすいという問題がある。また、
水溶液から顔料含有重合体を取り出すことはコスト高につながるという問題もある。
【０００８】
　また、ある特定の溶剤を分散助剤として添加することにより、顔料分散安定化を図る方
法が提案されている（特許文献４）。しかしながら、この分散助剤を用いた分散安定化効
果には限界があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特許第３６１０６２６号公報
【特許文献２】特開２００４－１８２７８７号公報
【特許文献３】特開平６－２８９２１４号公報
【特許文献４】特開２００８－２４８１０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【００１０】
　上記実情に鑑み、本発明は、微細な顔料や顔料濃度が高い場合においても顔料分散安定
性に優れ、生産性が高い顔料分散液及びその製造方法、顔料分散安定性に優れながら、地
汚れの問題がなく、密着性に優れ、顔料濃度の高い着色層を精度良く形成可能なカラーフ
ィルター用感光性着色樹脂組成物、及び当該樹脂組成物を用いたカラーフィルターを提供
することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明者らは、鋭意検討の結果、溶剤中で、３級以下のアミンを有する重合体と、当該
アミンと反応する低分子化合物とを反応させるのと同時に、顔料を分散させるｉｎ　ｓｉ
ｔｕ分散法によると、予め合成した分散剤を用いた場合とは全く異なる分散性能が得られ
るという知見を見出し、本発明を完成させるに至った。
　すなわち、本発明に係る顔料分散液の製造方法は、少なくとも顔料（Ａ）、３級以下の
アミンを有する重合体（Ｂ）、アミンと反応可能な低分子化合物（Ｃ）、及び溶剤（Ｄ）
を混合し、前記重合体（Ｂ）と前記低分子化合物（Ｃ）とを反応させながら、前記顔料（
Ａ）を分散させる顔料分散工程を有し、前記重合体のアミンと反応可能な低分子化合物（
Ｃ）は、下記一般式（１）～（２）、モノブチルリン酸、メチルリン酸、及びフェニルホ
スホン酸よりなる群から選択される１種以上であることを特徴とすることを特徴とする。
【００１２】
【化１】

【００１３】
【化２】

【００１４】
（一般式（１）～（２）において、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ４はそれぞれ独立に、水素原子、
炭素数１～２０の直鎖、分岐鎖又は環状のアルキル基、ビニル基、置換基を有してもよい
フェニル基又はベンジル基、或いは－Ｏ－Ｒ６を表し、Ｒ３は、炭素数１～２０の直鎖、
分岐鎖又は環状のアルキル基、ビニル基、置換基を有してもよいフェニル基又はベンジル
基、或いは－Ｏ－Ｒ６を表し、Ｒ６は、炭素数１～２０の直鎖、分岐鎖又は環状のアルキ
ル基、ビニル基、置換基を有してもよいフェニル基又はベンジル基、或いは炭素数１～４
のアルキレン基を介した（メタ）アクリロイル基を表す。）
【００１５】
　また、本発明に係る顔料分散液は、前記本発明に係る顔料分散液の製造方法を用いて製
造されたことを特徴とする。
【００１６】
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　本発明によれば、溶剤（Ｄ）中で、顔料（Ａ）、３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ
）、アミンと反応可能な低分子化合物（Ｃ）を混合し、前記重合体（Ｂ）と前記低分子化
合物（Ｃ）とを反応させながら、前記顔料（Ａ）を分散することにより、微細な顔料や顔
料濃度が高い場合においても顔料分散安定性に優れた顔料分散液を提供することができる
。
【００１７】
　本発明に係る顔料分散液及びその製造方法においては、前記３級以下のアミンを有する
重合体（Ｂ）のアミン価が１０ｍｇＫＯＨ／ｇ～２００ｍｇＫＯＨ／ｇであることが、微
細な顔料や顔料濃度が高い場合においても顔料分散安定性に優れる点から好ましい。
【００１８】
　本発明に係る顔料分散液及びその製造方法においては、前記重合体のアミンと反応可能
な低分子化合物（Ｃ）の分子量が５０～４００であることが、微細な顔料や顔料濃度が高
い場合においても顔料分散安定性に優れる点から好ましい。
【００１９】
　本発明に係る顔料分散液及びその製造方法においては、前記溶剤として有機溶剤を用い
ることができる。
【００２０】
　本発明に係るカラーフィルター用感光性着色樹脂組成物は、前記本発明に係る顔料分散
液と、多官能性モノマー（Ｅ）、及び光重合開始剤（Ｆ）を含有することを特徴とする。
本発明のカラーフィルター用感光性着色樹脂組成物は、前記本発明に係る顔料分散液を用
いることにより、顔料分散安定性に優れながら、地汚れの問題がなく、密着性に優れ、顔
料濃度の高い着色層を精度良く形成可能なカラーフィルター用感光性着色樹脂組成物とす
ることができる。
【００２１】
　本発明に係るカラーフィルターは、前記本発明に係るカラーフィルター用感光性着色樹
脂組成物を用いて形成された着色層を有することを特徴とする。
　本発明によれば、上記カラーフィルター用感光性着色樹脂組成物を用いて形成された着
色層を有するものであるため、本発明のカラーフィルターを、地汚れの問題がなく、基板
に対する密着性が高い着色層とすることができる。その結果、透過率やコントラストの低
下、表示不良、ＩＴＯ膜の剥離や、液晶セル化工程でのシール性劣化等の問題が抑制され
たカラーフィルターが得られる。また、前記カラーフィルター用感光性着色樹脂組成物は
顔料濃度を高くしたり、微細顔料を用いても顔料分散安定性が高いため、このような感光
性着色樹脂組成物を用いて形成された着色層を有することにより、色再現性の高いものや
、高精細、高輝度、高コントラストなカラーフィルターとすることが可能になる。
【発明の効果】
【００２２】
本発明は、微細な顔料や顔料濃度が高い場合においても顔料分散安定性に優れ、生産性の
高い顔料分散液及びその製造方法、顔料分散安定性に優れながら、地汚れの問題がなく、
密着性に優れ、顔料濃度の高い着色層を精度良く形成可能なカラーフィルター用感光性着
色樹脂組成物、及び当該樹脂組成物を用いたカラーフィルターを提供するといった効果を
奏する。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明のカラーフィルターの一例を示す模式的断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明の顔料分散液及びその製造方法、カラーフィルター用感光性着色樹脂組成
物、並びに、カラーフィルターについて順に説明する。なお、本明細書において、顔料分
散液とは、顔料と溶剤とその他必要に応じて加えられた成分からなり、顔料を分散して得
られる混合物のことである。顔料分散液と、必要に応じてバインダー樹脂や感光性成分や



(6) JP 5723049 B2 2015.5.27

10

20

30

40

50

他の硬化性成分やレベリング剤、カップリング剤等の添加剤等を混合することにより、顔
料分散性の高い着色樹脂組成物を調製することができる。
【００２５】
Ｉ．顔料分散液及びその製造方法
本発明に係る顔料分散液の製造方法は、少なくとも顔料（Ａ）、３級以下のアミンを有す
る重合体（Ｂ）、アミンと反応可能な低分子化合物（Ｃ）、及び溶剤（Ｄ）を混合し、前
記重合体（Ｂ）と前記低分子化合物（Ｃ）とを反応させながら、前記顔料（Ａ）を分散さ
せる顔料分散工程とを有することを特徴とする。
　また、本発明に係る顔料分散液は、上記製造方法により製造された顔料分散液であり、
少なくとも顔料（Ａ）、３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）、アミンと反応可能な低
分子化合物（Ｃ）、及び溶剤（Ｄ）を混合し、前記重合体（Ｂ）と前記低分子化合物（Ｃ
）とを反応させながら、前記顔料（Ａ）を分散させて得られることを特徴とする。
【００２６】
　本発明によれば、溶剤（Ｄ）中で、３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）とアミンと
反応する低分子化合物（Ｃ）とを反応させるのと同時に、前記顔料（Ａ）を分散させるｉ
ｎ　ｓｉｔｕ分散法により、予め合成した分散剤を用いて顔料を分散した場合とは全く異
なる分散性能が得られ、その結果、微細な顔料や顔料濃度が高い場合においても顔料分散
安定性に優れ、生産性が高い顔料分散液を提供することができる。前記予め合成した分散
剤には、従来の市販されている顔料分散剤のほか、３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ
）と当該アミンと反応する低分子化合物（Ｃ）とを顔料が存在しない状態で予め反応させ
て顔料分散剤とした場合も含まれる。また、本発明の効果は、後述する比較例で示したよ
うに、３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）と顔料（Ａ）とを分散させた後に、アミン
と反応する低分子化合物（Ｃ）を添加しても得られるものではない。
【００２７】
　溶剤（Ｄ）中で、３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）と当該アミンと反応する低分
子化合物（Ｃ）とを反応させるのと同時に、前記顔料（Ａ）を分散させることにより、上
述した効果を発揮する理由としては、以下のように推測される。
　顔料分散剤は極性が高く、自己凝集を起こしやすい性質がある。従来のように、顔料分
散剤を顔料近傍で生成させずに予備合成した顔料分散剤を加えて分散を試みると、顔料分
散剤同士が凝集し顔料への吸着が妨げられ易い。そのため、顔料分散剤の量を増加させる
必要がある。このような場合、完全に顔料に吸着していない不必要な分散剤が存在するた
め、それらが凝集することで分散系全体の相溶性を阻害することが起こる。
　それに対して、本発明によれば、分散場と反応場を同時に提供して顔料の分散を行うこ
とにより、３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）が当該アミンと反応する低分子化合物
（Ｃ）と反応してｉｎ　ｓｉｔｕで顔料に効率的に吸着することができ、顔料の再凝集が
起き難い理想的な分散系が得られる。
　また、顔料近傍において３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）と当該アミンと反応す
る低分子化合物（Ｃ）からなる少量の顔料分散剤で良好な顔料分散性が得られるため、顔
料に吸着していない不必要な顔料分散剤が殆ど存在しない。その結果、分散系内の樹脂部
と溶剤との相溶性に悪影響がなく、安定した顔料分散性が得られる。更に、本発明によれ
ば、３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）と当該アミンと反応する低分子化合物（Ｃ）
とを予め合成させる工程が不要なため、生産性が高い。
【００２８】
　以下、本発明の顔料分散液は、顔料（Ａ）、３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）及
び／又はその反応物、前記重合体のアミンと反応可能な低分子化合物（Ｃ）及び／又はそ
の反応物、及び溶剤（Ｄ）を少なくとも含有するが、更に必要に応じて他の成分を含んで
もよいものである。以下、用いられる各成分を説明する。
＜顔料（Ａ）＞
　本発明に用いられる顔料としては、公知の顔料を用いることができる。本発明において
使用可能な有機顔料の具体例を下記表１および表２に示す。
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【表１】

【００３０】
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【表２】

【００３１】
　また、用いることができる無機顔料としては、酸化チタン、亜鉛華、硫酸鉛、黄色鉛、
亜鉛黄、ベンガラ、カドミウム赤、群青、紺青、酸化クロム緑、コバルト緑、アンバー、
チタンブラック、合成鉄黒、カーボンブラック等を挙げることができる。
　なお、これらの顔料は単独で用いてもよく２種以上を混合して用いても良い。
【００３２】
　また、本発明に用いられる顔料の分散平均粒径としては、後に製造される着色樹脂組成
物を用いてカラーフィルターの着色層を形成した場合に、所望の発色が可能なものであれ
ば特に限定されるものではなく、通常、０．０１μｍ～０．３０μｍの範囲内であること
が好ましく、なかでも０．０１μｍ～０．１０μｍの範囲内であることが好ましい。本発
明の顔料分散剤を用いた着色樹脂組成物を用いてカラーフィルタの着色層を形成した場合
に、輝度、コントラストに優れた着色層とすることができるからである。なお、上記顔料
の分散平均粒径は、光散乱方式の粒度分布測定装置により測定することができる。
【００３３】
　本発明の顔料分散液に用いられる顔料の含有量としては、後に製造される着色樹脂組成
物を用いてカラーフィルターの着色層を形成した場合に、所望の発色が可能なものであれ
ば特に限定されるものではなく、用いる顔料の種類によっても異なり特に限定されない。
顔料分散液の固形分中において、１重量％～８０重量％の範囲内であることが好ましく、
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なかでも１０重量％～７０重量％の範囲内であることが好ましい。上記顔料の含有量が、
上記範囲より多くても少なくても、分散液の粘度の安定性を欠いたり、また分散粒径が適
切な範囲でないものになる可能性があるからである。また、本発明において固形分とは、
溶剤を除く全ての成分が含まれ、液状の化合物等も固形分に含まれる。
【００３４】
＜３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）＞
　３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）とは、３級アミン、２級アミン、及び１級アミ
ンよりなる群から選択される１種以上のアミンを有する重合体である。アミンの重合体に
おける位置関係は主鎖、側鎖、重合体末端、いずれにも限定されない。また、アミンを含
む繰り返し単位の位置関係は、重合体上ランダム状でもブロック状でもいずれも好適に用
いられる。
【００３５】
　重合体（Ｂ）中の３級以下のアミン含有量としては、重合体（Ｂ）のアミン価が１０ｍ
ｇＫＯＨ／ｇ～２００ｍｇＫＯＨ／ｇとなる範囲であることが好ましく、更に１０ｍｇＫ
ＯＨ／ｇ～１９０ｍｇＫＯＨ／ｇとなる範囲、より更に１０ｍｇＫＯＨ／ｇ～１７０ｍｇ
ＫＯＨ／ｇとなる範囲であることが好ましい。重合体（Ｂ）のアミン価が上記範囲外の場
合には、分散液の保存安定性が低下する恐れがある。なお、上記アミン価としては、ＪＩ
Ｓ－Ｋ７２３７により求めることができる。
【００３６】
また、アミンの構造は特に限定されないが、好適なものとしては、例えば、－ＮＨＲ、－
ＮＲ’Ｒ”があり、Ｒ、Ｒ’Ｒ”は置換基を有してもよいアルキル基、アリル基、アリー
ル基、アラルキル基、シクロアルキル基などが挙げられる。好適なものとしては、例えば
、－ＮＲ’Ｒ”であって、Ｒ’Ｒ”がアルキル基、アリール基、アラルキル基であり、さ
らに好適なものとしてはＲ’Ｒ”がアルキル基、具体的には例えばメチル基、エチル基（
Ｒ’及びＲ”は同一であっても異なっていても良い）などが挙げられる。
【００３７】
　前記３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）の重量平均分子量は、３，０００～７０，
０００であることが好ましく、更に４，０００～６０，０００であることが好ましく、よ
り更に５，０００～５０，０００であることが好ましい。前記３級以下のアミンを有する
重合体（Ｂ）の重量平均分子量が３，０００未満の場合には、顔料分散性の安定性が低下
する恐れがある。一方、前記３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）の重量平均分子量が
７０，０００を超える場合には、地汚れが発生したり、現像性が低下する恐れがある。こ
こで、重量平均分子量は、ゲル・パーミエーション・クロマトグラフィー（ＧＰＣ）によ
り、標準ポリスチレン換算値として求めることができる。
【００３８】
　重合体の主鎖構造としては、例えば、（メタ）アクリル系樹脂、ポリウレタン系樹脂、
ポリエステル系樹脂、ポリアミド系樹脂、ポリエーテル系樹脂、エポキシ系樹脂、ポリイ
ミド系樹脂等が挙げられる。中でも、（メタ）アクリル系樹脂、ポリウレタン系樹脂が好
ましい。
【００３９】
　３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）は、市販の顔料分散剤から適宜選択して用いて
もよい。このような市販の顔料分散剤としては、例えば、具体的な商品名として、Ciba E
FKA-4300, Ciba EFKA-4330（以上、チバスペシャリティケミカルズ社製）、Disperbyk161
, Disperbyk162, Disperbyk182, Disperbyk2001, BYK-LPN6919, BYK-LPN21116（以上、ビ
ックケミー社製）、SOLSPERSE32000、SOLSPERSE33000（以上、ルーブリゾール社製）、ア
ジスパーPB821、アジスパーPB822、アジスパーPB827（以上、味の素ファインテクノ（株
）製）等を挙げることができる。
【００４０】
　３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）の配合量は、顔料を均一に分散することができ
るものであれば特に限定されるものではないが、上記顔料１００重量部に対して、５～９
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点から好ましい。上記３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）の配合量が、上記範囲より
小さいと、上記顔料を均一に分散することが困難になり、上記範囲より大きいと、上記感
光性着色樹脂組成物とした時に現像性が低下したり、地汚れが発生する恐れがあるからで
ある。本発明によれば、顔料分散剤に相当する３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）の
配合量を少なくすることができるので、上記顔料１００重量部に対して、２０～５０重量
部と少量であっても、好適に用いられる。
【００４１】
なお、３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）の反応物としては、典型的には、後述する
前記重合体のアミンと反応可能な低分子化合物（Ｃ）との反応物が挙げられる。
【００４２】
＜前記重合体のアミンと反応可能な低分子化合物（Ｃ）＞
　前記重合体のアミンと反応可能な低分子化合物（Ｃ）は、溶剤中で組み合わせて用いる
前記重合体（Ｂ）が有するアミンと反応可能な官能基を有する低分子化合物である。アミ
ンと反応可能な官能基としては、例えば、炭酸、リン酸、ホスホン酸、ホスフィン酸、硫
酸、ハロゲン化アルキル、ハロゲン化アリール、ハロゲン化アリル、硫酸ジアルキル、ア
ルキル又はアリールスルホン酸メチル類、炭酸エステル、リン酸エステル等が挙げられる
。
【００４３】
　鋭意検討の結果、アミンと反応可能な官能基の構造の異なる低分子化合物（Ｃ）の分子
量は、５０～４００であることが好ましく、更に１００～３５０であることが好ましく、
より更に１００～３００であることが好ましいことを見出した。
【００４４】
　前記重合体のアミンと反応可能な低分子化合物（Ｃ）としては、中でも、下記一般式（
１）～（３）よりなる群から選択される１種以上であることが好ましい。このような化合
物群から選択される化合物を用いる場合には、分散安定性に優れ、さらに現像性も優れる
というメリットがある。
【００４５】

【化４】

【００４６】
【化５】

【００４７】
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【化６】

（一般式（１）～（３）において、Ｒ１～Ｒ５はそれぞれ独立に、水素原子、炭素数１～
２０の直鎖、分岐鎖又は環状のアルキル基、ビニル基、置換基を有してもよいフェニル基
又はベンジル基、或いは－Ｏ－Ｒ６を表し、Ｒ６は、炭素数１～２０の直鎖、分岐鎖又は
環状のアルキル基、ビニル基、置換基を有してもよいフェニル基又はベンジル基、或いは
炭素数１～４のアルキレン基を介した（メタ）アクリロイル基を表す。また、一般式（３
）において、Ｘは、塩素原子、臭素原子、又はヨウ素原子を表す。）
【００４８】
　Ｒ１～Ｒ６における炭素数１～２０の直鎖、分岐鎖又は環状のアルキル基としては、直
鎖又は分岐鎖のいずれでも良く、また、環状構造を含んでいても良く、具体的には、メチ
ル基、エチル基、ｎ－プロピル基、ｉ－プロピル基、ｎ－ブチル基、イソブチル基、ｓｅ
ｃ－ブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、ｎ－ペンチル基、ｎ－ヘキシル基、ｎ－ヘプチル基
、ｎ－オクチル基、ｎ－ノニル基、ｎ－デシル基、ｎ－ウンデシル基、ドデシル基、シク
ロペンチル基、シクロヘキシル基、テトラデシル基、オクタデシル基などが挙げられる。
好ましくは、炭素数１～１５の直鎖、分岐鎖又は環状のアルキル基が挙げられ、更に好ま
しくは炭素数１～８の直鎖、分岐鎖又は環状のアルキル基が挙げられる。
【００４９】
　前記重合体のアミンと反応可能な低分子化合物（Ｃ）としては、具体的には例えば、メ
チルクロライド、メチルブロマイド、エチルクロライド、エチルブロマイド、ヨウ化メチ
ル、ヨウ化エチル、ｎ－ブチルクロライド、ヘキシルクロライド、オクチルクロライド、
ドデシルクロライド、テトラデシルクロライド、ヘキサデシルクロライド、フェネチルク
ロライド、ベンジルクロライド、ベンジルブロマイド、ベンジルヨーダイド、クロロベン
ゼン、アリルクロライド、硫酸ジメチル、硫酸ジエチル、硫酸ジ－ｎ－プロピル、硫酸ジ
メチル、硫酸ジエチル、硫酸ジ－ｎ－プロピル、炭酸ジメチル、炭酸ジエチル、メタンス
ルホン酸メチル、ｐ－トルエンスルホン酸メチル、モノブチルリン酸、ジブチルリン酸、
メチルリン酸、ジベンジルリン酸、ジフェニルリン酸、フェニルホスフィン酸、フェニル
ホスホン酸などが挙げられる。
【００５０】
　前記重合体のアミンと反応可能な低分子化合物（Ｃ）の配合量は、顔料を均一に分散す
ることができるものであれば特に限定されるものではないが、上記３級以下のアミンを有
する重合体（Ｂ）の１００重量部に対して、５～５０重量部であることが好ましく、更に
１０～４０重量部であることが、顔料分散安定性の点から好ましい。上記低分子化合物（
Ｃ）の配合量が、上記範囲より少なくても多くても、顔料分散安定性を保つことが困難に
なる恐れがあるからである。
【００５１】
なお、低分子化合物（Ｃ）の反応物としては、典型的には、前記重合体（Ｂ）との反応物
が挙げられる。
【００５２】
＜溶剤（Ｄ）＞
　本発明に係る顔料分散液には、顔料を分散させるために溶剤が含まれる。本発明に用い
られる溶剤としては、本発明に用いられる各成分とは反応せず、これらを溶解もしくは均
一に分散可能な溶剤であれば良い。具体的には、シクロヘキシルアセテート；メトキシブ
チルアセテート（ＭＢＡ）；エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート等のエチ
レングリコールモノアルキルエーテルアセテート類；ジエチレングリコールモノメチルエ
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ーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル等のジエチレングリコールモノアルキ
ルエーテル類；ジエチレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテルアセテート等のジエチレ
ングリコールモノアルキルエーテルアセテート類；プロピレングリコールモノメチルエー
テルアセテート（ＰＧＭＥＡ）、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート等
のプロピレングリコールモノアルキルエーテルアセテート類；ジエチレングリコールジメ
チルエーテル等の他のエーテル類；シクロヘキサノン、２－ヘプタノン、３－ヘプタノン
等のケトン類；２－ヒドロキシプロピオン酸エチル等の乳酸アルキルエステル類；３－メ
チル－３－メトキシブチルプロピオネート、３－メトキシプロピオン酸エチル、３－エト
キシプロピオン酸メチル、３－エトキシプロピオン酸エチル、酢酸ｎ－ブチル、酢酸イソ
ブチル、ぎ酸ｎ－アミル、酢酸イソアミル、プロピオン酸ｎ－ブチル、酪酸エチル、酪酸
イソプロピル、酪酸ｎ－ブチル、ピルビン酸エチル等の他のエステル類；γ－ブチロラク
トン、３－メトキシブタノール、３－メチル－３－メトキシブチルアセテート等を挙げる
ことができる。これらの溶剤は単独で用いてもよく、２種以上を組み合わせてもよい。
【００５３】
　本発明に係る顔料分散液は、以上のような溶剤を、当該溶剤を含む顔料分散液の全量に
対して、通常は６０～８５重量％の割合で用いて調製する。溶剤が少なすぎると、粘度が
上昇し、顔料分散性が低下しやすい。また、溶剤が多すぎると、顔料濃度が低下し、後に
製造される着色樹脂組成物を調製後、目標とする色度座標に達成することが困難な場合が
ある。
【００５４】
＜その他の成分＞
本発明の顔料分散液は、必要に応じて本発明の目的を妨げない範囲において、その他の成
分を含んでいても良い。たとえば、その後の着色樹脂組成物を調製する際に、着色樹脂組
成物を構成する感光性組成物と前記顔料分散液が相溶しやすくするためのポリマー（バイ
ンダー樹脂）を含んでいても良い。このようなポリマーは選択により、顔料分散補助樹脂
としても機能する。
その他、必要に応じて本発明の目的を妨げない範囲において、濡れ性向上のための界面活
性剤、密着性向上のためのシランカップリング剤、消泡剤、ハジキ防止剤、酸化防止剤、
凝集防止剤、紫外線吸収剤などを添加することができる。
【００５５】
　［バインダー樹脂］
　本発明に用いられるバインダー樹脂としては、特に限定されるものではないが、カラー
フィルターの製造に用いられることから、耐熱性および、製造工程において使用される有
機溶剤への耐性を有する樹脂であることが好ましい。具体的には、エポキシ系樹脂、（メ
タ）アクリル系樹脂、ウレタン系樹脂、ポリエステル系樹脂、ポリイミド系樹脂、ポリオ
レフィン系樹脂などの感光性または非感光性の樹脂を挙げることができる。
【００５６】
　上述したなかでも、特に好ましい樹脂としては、カルボキシル基等の酸性官能基を有す
るアルカリ可溶性樹脂を挙げることができる。カルボキシル基を有するアルカリ可溶性樹
脂としては、カルボキシル基含有不飽和単量体と、他の共重合可能なエチレン性不飽和単
量体との共重合体が好ましく、さらに分子内にエポキシ基と、エチレン性不飽和基とを併
せ持つ化合物、例えばグリシジル（メタ）アクリレートなどを付加させ、側鎖にエチレン
性不飽和基を導入したものも好ましい。
【００５７】
　カルボキシル基不飽和単量体としては、例えば、（メタ）アクリル酸、マレイン酸、ク
ロトン酸、フタル酸モノ［２－（メタ）アクリロイロキシエチル］、ω－カルボキシポリ
カプロラクトンモノ（メタ）アクリレート等が好ましく、（メタ）アクリル酸が特に好ま
しい。なお、カルボキシル基含有不飽和単量体は、単独もしくは数種類を組み合わせるこ
とができる。
【００５８】
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　エチレン性不飽和単量体としては、メチル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）
アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、イソボルニル（メタ）アクリレー
ト、ジシクロペンタニル（メタ）アクリレート、アリル（メタ）アクリレート、スチレン
、α－メチルスチレン、ベンジル（メタ）アクリレート、ヒドロキシエチル（メタ）アク
リレート、２－ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ
）アクリレート、２－ヒドロキシル（メタ）エチルアクリレート、フェノキシエチル（メ
タ）アクリレート等、および、これらのマクロモノマー類；Ｎ－メチルマレイミド、Ｎ－
シクロヘキシルマレイミド、Ｎ－ベンジルマレイミド、Ｎ－フェニルマレイミド、Ｎ－メ
チルフェニルマレイミド等のＮ置換マレイミド類等、Ｎ－ビニルピロリドン等を挙げるこ
とができる。なお、エチレン性不飽和単量体は、単独もしくは数種類を組み合わせること
ができる。
【００５９】
　バインダー樹脂の重量平均分子量は、特に限定されないが、３，０００～３０，０００
であることが好ましく、更に５，０００～２５，０００であることが、現像性、及び密着
性の点から好ましい。
【００６０】
　上記バインダー樹脂を用いる場合の含有量は、固形分の１００重量部当り、通常、１重
量部～６０重量部の範囲内であることが好ましく、中でも５重量部～４０重量部の範囲内
であることが好ましい。上記範囲より少ないと、後述の感光性着色樹脂組成物とした時に
硬化性が不十分となり、良好なパターンを形成できない恐れがあるからである。また、上
記範囲より多いと、後述の感光性着色樹脂組成物とした時に現像性が悪化したり、地汚れ
が発生しやすくなる恐れがあるからである。
【００６１】
＜顔料分散液の製造方法＞
　本発明に係る顔料分散液の製造方法は、少なくとも顔料（Ａ）、３級以下のアミンを有
する重合体（Ｂ）、アミンと反応可能な低分子化合物（Ｃ）、及び溶剤（Ｄ）を混合し、
前記重合体（Ｂ）と前記低分子化合物（Ｃ）とを反応させながら、前記顔料（Ａ）を分散
させる顔料分散工程を有する。
【００６２】
　少なくとも顔料（Ａ）、３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）、アミンと反応可能な
低分子化合物（Ｃ）、及び溶剤（Ｄ）を混合する工程は、特に限定されるものではないが
、少なくとも３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）及び溶剤（Ｄ）を含有する溶液をま
ず調製し、その後顔料（Ａ）、及び前記重合体のアミンと反応可能な低分子化合物（Ｃ）
を添加して混合することが、本発明のｉｎ　ｓｉｔｕ分散の効果を高め、高い顔料分散安
定性が得られる点から好ましい。
　すなわち、３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）及び溶剤（Ｄ）を含有する溶液に、
顔料（Ａ）、及び前記重合体のアミンと反応可能な低分子化合物（Ｃ）を添加した後に、
前記重合体（Ｂ）と前記低分子化合物（Ｃ）とを反応させながら、前記顔料（Ａ）を分散
する顔料分散工程を行うことが、本発明のｉｎ　ｓｉｔｕ分散の効果を高め、高い顔料分
散安定性が得られる点から好ましい。
　また、上記分散工程において、分散開始時に前記低分子化合物（Ｃ）が３級以下のアミ
ンを有する重合体（Ｂ）１００重量部に対して、少なくとも５重量部程度含まれていれば
、前記低分子化合物（Ｃ）を分散工程中に分割して添加していっても、好適に分散するこ
とができる。
【００６３】
　顔料分散工程は、公知の分散機を用いて顔料を分散させることによって行えばよい。分
散処理を行うための分散機としては、２本ロール、３本ロール等のロールミル、ボールミ
ル、振動ボールミル等のボールミル、ペイントコンディショナー、連続ディスク型ビーズ
ミル、連続アニュラー型ビーズミル等のビーズミルが挙げられる。ビーズミルの好ましい
分散条件として、使用するビーズ径は０．０３～３．００ｍｍが好ましく、より好ましく
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は０．０５～２．０ｍｍである。
【００６４】
　顔料を分散させる工程は特に限定されるものではないが、例えば、ジルコニアビーズ等
を適宜加え、ペイントシェーカー（浅田鉄鋼社製）等を用いて１時間～１５時間程度分散
を行う方法が挙げられる。分散時間は、良好な顔料分散性と分散安定性が確保できるよう
に適宜選択される。
【００６５】
　本発明の顔料分散液は、後述するカラーフィルター用感光性着色樹脂組成物の予備調製
用の他、インクジェットインク等として用いることができる感光性成分が不要な着色樹脂
組成物、又は熱硬化性着色樹脂組成物の予備調製用としても用いることができる。
【００６６】
ＩＩ．カラーフィルター用感光性着色樹脂組成物
　本発明に係るカラーフィルター用感光性着色樹脂組成物は、上記本発明に係る顔料分散
液と、多官能性モノマー（Ｅ）、及び光重合開始剤（Ｆ）を含有することを特徴とする。
本発明によれば、上記本発明に係る顔料分散液を含有する樹脂組成物を用いることにより
、顔料分散安定性に優れながら、地汚れの問題がなく、密着性に優れ、顔料濃度の高い着
色層を精度良く形成可能なカラーフィルター用着色樹脂組成物とすることができる。
【００６７】
　溶剤（Ｄ）中で、３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）と当該アミンと反応する低分
子化合物（Ｃ）とを反応させるのと同時に、前記顔料（Ａ）を分散させた上記本発明に係
る顔料分散液を含有することにより、上述した効果を発揮する理由としては、以下のよう
に推測される。
　従来の方法では顔料に対する顔料分散剤の吸着効率が悪いため、十分な分散性を得るた
めには顔料分散剤の添加量を多くする必要があった。顔料分散剤は現像性能、基材密着性
能を殆ど持たないため、顔料分散剤の増加は地汚れの発生、密着性の低下を招いていた。
　それに対し本願によれば、顔料分散剤量は必要最小限のため、現像性能、基材密着性能
に対し、悪影響が起き難い。また、分散剤の量が減ることにより硬化成分を増やすことが
でき、硬化性、密着性を上げることができる。さらに、アミン（Ｂ）と反応させる低分子
化合物（Ｃ）の構造により、アミンを有する重合体に現像性能、基材密着性能等の任意の
性能を付加することが可能なため、良好な分散性能を保持しながら目的に応じた様々な性
能の分散液を得ることが可能である。
【００６８】
　本発明に係るカラーフィルター用感光性着色樹脂組成物は、上記本発明に係る顔料分散
液、並びに、多官能性モノマー（Ｅ）、及び光重合開始剤（Ｆ）を少なくとも含有するが
、更に必要に応じて他の成分を含んでもよいものである。以下、用いられる各成分を説明
する。
　尚、上記本発明に係る顔料分散液に含まれ得る成分については、上記顔料分散液の箇所
において説明したものと同様のものを用いることができるので、ここでの説明は省略する
。
【００６９】
＜多官能性モノマー（Ｅ）＞
　本発明のカラーフィルター用感光性着色樹脂組成物に含まれる多官能性モノマーとして
は、重合可能なものであれば特に限定されるものではないが、通常、エチレン性不飽和二
重結合を２つ以上含むものである。
　このような多官能性モノマーとしては、なかでも、アクリロイル基またはメタクリロイ
ル基を有する多官能（メタ）アクリレートであることが好ましい。
【００７０】
　上記多官能（メタ）アクリレートとしては、例えば、エチレングリコールジ（メタ）ア
クリレート、ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ヘキサンジオールジ（メタ
）アクリレート、長鎖脂肪族ジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコールジ（メタ
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）アクリレート、ヒドロキシピバリン酸ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート
、ペンタエリスリトールジ（メタ）アクリレート、ステアリン酸変性ペンタエリスリトー
ルジ（メタ）アクリレート、プロピレンジ（メタ）アクリレート、グリセロールジ（メタ
）アクリレート、トリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、テトラエチレングリ
コールジ（メタ）アクリレート、テトラメチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ブ
チレングリコールジ（メタ）アクリレート、ジシクロペンタニルジ（メタ）アクリレート
、ポリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリプロピレンジ（メタ）アクリレ
ート、トリグリセロールジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコール変性トリメチ
ロールプロパンジ（メタ）アクリレート、アリル化シクロヘキシルジ（メタ）アクリレー
ト、メトキシ化シクロヘキシルジ（メタ）アクリレート、アクリル化イソシアヌレート、
ビス（アクリロキシネオペンチルグリコール）アジペート、ビスフェノールＡジ（メタ）
アクリレート、テトラブロモビスフェノールＡジ（メタ）アクリレート、ビスフェノール
Ｓジ（メタ）アクリレート、ブタンジオールジ（メタ）アクリレート、フタル酸ジ（メタ
）アクリレート、リン酸ジ（メタ）アクリレート、亜鉛ジ（メタ）アクリレート等の二官
能（メタ）アクリレートが挙げられる。
【００７１】
　また、多官能（メタ）アクリレートとしては、例えばトリメチロールプロパントリ（メ
タ）アクリレート、トリメチロールエタントリ（メタ）アクリレート、グリセロールトリ
（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、アルキル変性
ジペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、リン酸トリ（メタ）アクリレート、
トリス（アクリロキシエチル）イソシアヌレート、トリス（メタクリロキシエチル）イソ
シアヌレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリト
ールテトラ（メタ）アクリレート、ジトリメチロールプロパンテトラ（メタ）アクリレー
ト、アルキル変性ジペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリス
リトールモノヒドロキシペンタ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（
メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート、アルキル変
性ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート、ウレタントリ（メタ）アクリレ
ート、エステルトリ（メタ）アクリレート、ウレタンヘキサ（メタ）アクリレート、エス
テルヘキサ（メタ）アクリレート、コハク酸変性ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）
アクリレート等の三官能以上の（メタ）アクリレートが挙げられる。
　これらの多官能（メタ）アクリレートは、１種のみを単独で使用してもよく、２種以上
を併用して使用してもよい。
【００７２】
　特に、本発明の感光性着色樹脂組成物に優れた光硬化性（高感度）が要求される場合に
は、多官能（メタ）アクリレートが、重合可能な二重結合を１分子中に２つ（二官能）以
上有することが好ましく、さらに３つ（三官能）以上有することが好ましい。
【００７３】
　上記多官能性モノマーの含有量は、感光性着色樹脂組成物中の固形分に対して、５重量
％～６０重量％の範囲内であることが好ましく、より好ましくは１０重量％～４０重量％
の範囲内である。上記多官能性モノマーの含有量が少なすぎると十分に硬化が進まず、露
光箇所が溶出する場合があるからである。また、上記多官能性モノマーを有する化合物の
含有量が多すぎると未露光箇所でも現像できなくなる場合があるからである。
【００７４】
＜光重合開始剤（Ｆ）＞
　本発明に用いられる光重合開始剤（Ｆ）は、一般的にカラーフィルターの製造に用いら
れるものを使用することができる。１種に限定されず、２種類以上を組み合わせて用いて
も良い。
【００７５】
　このような光重合開始剤としては、具体的には、紫外線のエネルギーによりフリーラジ
カルを発生する化合物であって、ベンゾイン、ベンゾフェノンなどのベンゾフェノン誘導
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体またはそれらのエステルなどの誘導体；キサントン、ジエチルチオキサントンおよびイ
ソプロピルチオキサントンなどのチオキサントン誘導体；イルガキュアＯＸＥ－０１、イ
ルガキュアＯＸＥ－０２(以上チバ、スペシャルティケミカルズ社製)、ＡＤＥＫＡ　ＯＰ
Ｔ－Ｎ－１９１９（旭電化製）などのオキシムエステル化合物、クロロスルフォニル、ク
ロロメチル多核芳香族化合物、クロロメチル複素環式化合物、クロロメチルベンゾフェノ
ン類などの含ハロゲン化合物；トリアジン類；フルオレノン類；ハロアルカン類；光還元
性色素と還元剤とのレドックスカップル類；有機硫黄化合物；過酸化物などが挙げられる
。
【００７６】
　更に、光重合開始剤としては、具体的には、ミヒラーケトン、4,4'－ビスジエチルアミ
ノベンゾフェノン、4－メトキシ－4'－ジメチルアミノベンゾフェノン、2－エチルアント
ラキノン、フェナントレン等の芳香族ケトン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエ
チルエーテル、ベンゾインフェニルエーテル等のベンゾインエーテル類、メチルベンゾイ
ン、エチルベンゾイン等のベンゾイン、2－(o－クロロフェニル）－4,5－フェニルイミダ
ゾール2量体、2－（o－クロロフェニル）－4,5－ジ（m－メトキシフェニル）イミダゾー
ル2量体、2－(o－フルオロフェニル）－4,5－ジフェニルイミダゾール2量体、2－(o－メ
トキシフェニル）－4,5－ジフェニルイミダゾール2量体、2,4,5－トリアリールイミダゾ
ール2量体、2－(o－クロロフェニル）－4,5－ジ（m－メチルフェニル）イミダゾール2量
体、2－ベンジル－2－ジメチルアミノ－1－（4－モルフォリノフェニル）－ブタノン、2
－トリクロロメチル－5－スチリル－1,3,4－オキサジアゾール、2－トリクロロメチル－5
－(p－シアノスチリル）－1,3,4－オキサジアゾール、2－トリクロロメチル－5－（p－メ
トキシスチリル）－1,3,4－オキサジアゾール等のハロメチルチアゾール化合物、2,4－ビ
ス（トリクロロメチル）－6－p－メトキシスチリル－S－トリアジン、2,4－ビス（トリク
ロロメチル）－6－（1－p－ジメチルアミノフェニル－1,3－ブタジエニル）－S－トリア
ジン、2－トリクロロメチル－4－アミノ－6－ｐ－メトキシスチリル－S－トリアジン、2
－（ナフト－1－イル）－4,6－ビス－トリクロロメチル－S－トリアジン、2－（4－エト
キシ－ナフト－1－イル）－4,6－ビス-トリクロロメチル－S－トリアジン、2－（4－ブト
キシ－ナフト－1－イル）－4,6－ビス－トリクロロメチル－S－トリアジン等のハロメチ
ル－S－トリアジン系化合物、2,2－ジメトキシ－1,2－ジフェニルエタン－1－オン、2－
メチル－1 －［4－（メチルチオ）フェニル］－2－モルフォリノプロパノン、1,2－ベン
ジル －2－ジメチルアミノ－1－（4－モルフォリノフェニル）－ブタノン－1, 1－ヒドロ
キシ－シクロヘキシル－フェニルケトン、ベンゾイル安息香酸メチル、4－ベンゾイル－4
’－メチルジフェニルサルファイド、ベンジルメチルケタール、ジメチルアミノベンゾエ
ート、p－ジメチルアミノ安息香酸イソアミル、2－n－ブトキシエチル－4－ジメチルアミ
ノベンゾエート、2－クロロチオキサントン、2,4－ジエチルチオキサントン、2,4－ジメ
チルチオキサントン、イソプロピルチオキサントン、エタノン、1－[9－エチル－6－（2
－メチルベンゾイル）－9H－カルバゾール－3－イル］－1－（o－アセチルオキシム）、4
－ベンゾイル－メチルジフェニルサルファイド、1－ヒドロキシ－シクロヘキシル－フェ
ニルケトン、2－ベンジル－2－（ジメチルアミノ）－1－［4－（4－モルフォリルニル）
フェニル］－1－ブタノン、2－（ジメチルアミノ）－2－［（4－メチルフェニル）メチル
］－1－［4－（4－モルホリニル）フェニル］－1－ブタノン、α－ジメトキシ－α－フェ
ニルアセトフェノン、フェニルビス（2,4,6－トリメチルベンゾイル）フォスフィンオキ
サイド、2－メチル－1－［4－（メチルチオ）フェニル］－2 －（4－モルフォリニル）－
1－プロパノン、1,2－オクタジオン等が挙げられる。
【００７７】
　また、３級アミン構造を有する光重合開始剤を用いることができる。３級アミン構造を
有する光重合開始剤は、分子内に酸素クエンチャーである３級アミン構造を有するため、
光重合開始剤から発生したラジカルが酸素により失活し難く、感度を向上させることがで
きるといった利点を有する。
　上記３級アミン構造を有する光重合開始剤の市販品としては、例えば、イルガキュア９
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０７、イルガキュア３６９（以上、チバ・スペシャルティ・ケミカルズ製）、ハイキュア
ＡＢＰ（川口薬品製）などが挙げられる。
【００７８】
　本発明に用いられる光重合開始剤の含有量としては、カラーフィルターの着色層を形成
することができるものであれば良いが、本発明の感光性着色樹脂組成物の固形分中に、３
重量％～４０重量％の範囲内であることが好ましく、なかでも、５重量％～３５重量％の
範囲内であることが好ましい。上記光重合開始剤の含有量が、上記範囲より少ないと、ラ
ジカル重合を十分に進行させることができず、硬化が不十分となり、硬化性が低下する恐
れがあるからである。また、上記範囲より多いと副反応が起こりやすく経時安定性を損な
う恐れがあるからである。
【００７９】
＜その他の成分＞
　更に、本発明のカラーフィルター用感光性着色樹脂組成物には、必要に応じて、その他
の成分を含有することができる。中でも、上述したバインダー樹脂のうち、カルボキシル
基等の酸性官能基を有するアルカリ可溶性樹脂を含有することが現像性の点から好ましい
。
【００８０】
　本発明のカラーフィルター用感光性着色樹脂組成物には、更に、増感剤、重合停止剤、
連鎖移動剤、レベリング剤、可塑剤、界面活性剤、消泡剤、シランカップリング剤等の添
加剤を含んでいても良い。
【００８１】
＜感光性着色樹脂組成物における配合割合＞
　本発明の感光性着色樹脂組成物における顔料（Ａ）の含有量としては、本発明の感光性
着色樹脂組成物を用いてカラーフィルターの着色層を形成した場合に、所望の発色が可能
なものであれば特に限定されるものではなく、用いる顔料の種類によっても異なるが、上
記感光性着色樹脂組成物の固形分中において、１重量％～７０重量％の範囲内であること
が好ましく、なかでも１０重量％～６０重量％の範囲内であることが好ましい。上記顔料
の含有量が、上記範囲より多いと、本発明の感光性着色樹脂組成物を用いてカラーフィル
ターの着色層を形成した場合に、現像性が低下したり、地汚れが発生する可能性があるか
らである。また、上記範囲より少ないと、本発明の感光性着色樹脂組成物を用いてカラー
フィルターの着色層を形成した場合に、着色層を発色が十分なものとすることができない
可能性があるからである。
【００８２】
　本発明の感光性着色樹脂組成物における３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）と前記
重合体のアミンと反応可能な低分子化合物（Ｃ）及び／又はそれらの反応物の含有量とし
ては、上記本発明の顔料分散液において述べたように顔料を基準として適宜選択されるも
のである。目安としては、３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）と前記重合体のアミン
と反応可能な低分子化合物（Ｃ）及び／又はそれらの反応物の合計の含有量は、感光性着
色樹脂組成物の固形分中において、１重量％～６０重量％の範囲内であることが好ましく
、なかでも５重量％～５０重量％の範囲内であることが、好ましい。上記合計の含有量が
、感光性着色樹脂組成物の固形分中において、１重量％未満の場合には、顔料を均一に分
散することが困難になる恐れがある。一方、上記合計の含有量が、感光性着色樹脂組成物
の固形分中において、６０重量％を超える場合には、硬化性の低下を招く恐れがある。
【００８３】
　本発明の感光性着色樹脂組成物に用いられる溶剤（Ｄ）の含有量としては、着色層を精
度良く形成することができるものであれば特に限定されるものではない。通常、上記感光
性着色樹脂組成物中に、６５重量％～９５重量％の範囲内であることが好ましく、なかで
も７０重量％～９０重量％の範囲内であることが好ましい。上記溶剤の含有量が、上記範
囲内であることにより、塗布性に優れたものとすることができるからである。
【００８４】
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　本発明の感光性着色樹脂組成物に必要に応じて用いられる、アルカリ可溶性樹脂のよう
な前記バインダー樹脂の含有量としては、上記感光性着色樹脂組成物の固形分中において
、１重量％～７０重量％の範囲内であることが好ましく、なかでも５重量％～６０重量％
の範囲内であることが、硬化性及び現像性の点から好ましい。
【００８５】
　本発明の感光性着色樹脂組成物に用いられる、界面活性剤の含有量としては、上記感光
性着色樹脂組成物の固形分中において、０．００１重量％～５重量％の範囲内であること
が好ましい。
【００８６】
＜感光性着色樹脂組成物の製造方法＞
　本発明のカラーフィルター用感光性着色樹脂組成物の製造方法は、予め、上記本発明に
係る顔料分散液を準備し、当該顔料分散液を用いて調製すれば、特に限定されない。当該
顔料分散液に、多官能性モノマー（Ｅ）、光重合開始剤（Ｆ）、及びその他の成分を添加
して、均一に混合乃至分散させても良い。或いは、多官能性モノマー（Ｅ）、光重合開始
剤（Ｆ）、及びその他の成分を溶剤（Ｄ）と混合、分散又は溶解した感光性成分溶液を調
製して、準備した顔料分散液と感光性成分溶液とを混合し、必要に応じて分散処理を行う
ことによって、カラーフィルター用感光性着色樹脂組成物を製造しても良い。
【００８７】
ＩＩＩ．カラーフィルター
　次に、本発明のカラーフィルターについて説明する。本発明のカラーフィルターは、上
記カラーフィルター用感光性着色樹脂組成物を用いて形成された着色層を有するものであ
る。
【００８８】
　このような本発明のカラーフィルターについて、図を参照して説明する。図１は、本発
明のカラーフィルターの一例を示す概略断面図である。図１に例示するように、カラーフ
ィルター１０は、透明基板１と、上記透明基板１上にパターン状に形成され、開口部を有
する遮光部２と、上記遮光部２の開口部上に形成された着色層３とを有するものである。
　ここで、上記着色層は、上記「ＩＩ．カラーフィルター用感光性着色樹脂組成物」の項
に記載のカラーフィルター用感光性着色樹脂組成物を用いて形成されたものである。
【００８９】
　本発明によれば、上記本発明に係るカラーフィルター用感光性着色樹脂組成物を用いて
形成された着色層を有するものであるため、カラーフィルターを、地汚れの問題がなく、
基板に対する密着性が高い着色層とすることができる。その結果、透過率やコントラスト
の低下、表示不良、ＩＴＯ膜の剥離や、液晶セル化工程でのシール性劣化等の問題が抑制
されたカラーフィルターが得られる。また、前記カラーフィルター用感光性着色樹脂組成
物は顔料濃度を高くしたり、微細顔料を用いることができるため、このような感光性着色
樹脂組成物を用いて形成された着色層を有することにより、色再現性の高いものや、高精
細、高輝度、高コントラストなカラーフィルターとすることが可能になる。
　以下、本発明のカラーフィルターの各構成について説明する。
【００９０】
＜着色層＞
　本発明に用いられる着色層は、上記カラーフィルター用感光性着色樹脂組成物を用いて
形成されたものである。
　このような本発明に用いられる着色層の配列としては、一般的なカラーフィルターの着
色層が有するものとすることができ、例えば、ストライプ型、モザイク型、トライアング
ル型、４画素配置型等の配列とすることができる。また、着色層の幅、面積等は任意に設
定することができる。
　上記着色層の厚みとしては、通常、１μｍ～５μｍの範囲内であることが好ましい。
【００９１】
　本発明に用いられる着色層の形成方法は、上記カラーフィルター用感光性着色樹脂組成
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物を、後述する透明基板上に塗布し、乾燥させ、露光および現像を行うフォトリソグラフ
ィー法により形成することができる。
　なお、上記カラーフィルター用感光性着色樹脂組成物については、上記「ＩＩ．カラー
フィルター用感光性着色樹脂組成物」の項に記載した内容と同様であるので、ここでの説
明は省略する。
【００９２】
＜カラーフィルター＞
　本発明のカラーフィルターは、上記着色層以外に、通常、透明基板と、遮光部とを少な
くとも有するものである。このような透明基板および遮光部としては、一般的なカラーフ
ィルターに使用されるものを用いることができる。
【００９３】
　本発明のカラーフィルターの製造方法としては、上記カラーフィルター用感光性着色樹
脂組成物を用いたフォトリソグラフィー法によって、上記着色層を形成するものであれば
特に限定されるものではなく、一般的なカラーフィルターの製造方法を用いることができ
る。
【００９４】
　なお、本発明は上記実施形態に限定されるものではない。上記実施形態は、例示であり
、本発明の特許請求の範囲に記載された技術的思想と実質的に同一な構成を有し、同様な
作用効果を奏するものは、いかなるものであっても本発明の技術的範囲に包含される。
【実施例】
【００９５】
　以下、実施例を挙げて、本発明を更に具体的に説明する。これらの記載により本発明を
制限するものではない。
【００９６】
（実施例１：顔料分散液の製造）
　３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）（ＭＭＡ／ＤＭＭＡ＝６０／４０重量％、アミ
ン価 １４０mgKOH／g、重量平均分子量 １０，０００、プロピレングルコールモノメチル
エーテルアセテート（ＰＧＭＥＡ）溶液、固形分６０重量％）を９．２重量部、酸基含有
バインダー樹脂（ＢｚＭＡ／ＭＭＡ／ＭＡＡ＝５０／３５／１５重量％、重量平均分子量
 １０，０００、ＰＧＭＥＡ溶液、固形分４０重量％）を６．１重量部、及び溶剤（Ｄ）
（ＰＧＭＥＡ）を６８．７重量部についてディゾルバーで攪拌混合して均一溶解させた。
当該溶液に、重合体のアミンと反応可能な低分子化合物（Ｃ）（リン酸ジブチル、DP-4；
商品名、大八化学社製）を１．０重量部及び顔料（Ａ）（Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２５
４）１５．０重量部を加え、ビーズミルを用いて、前記重合体（Ｂ）と前記低分子化合物
（Ｃ）とを反応させながら、前記顔料（Ａ）を分散し、実施例１の顔料分散液を製造した
。ここで、MMA;メチルメタクリレート、DMMA;ジメチルアミノエチルメタクリレート、BzM
A;ベンジルメタクリレート、MAA;メタクリル酸、PGMEA;プロピレングリコールモノメチル
エーテルアセテートである。
【００９７】
（実施例２：顔料分散液の製造）
　３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）（ＭＭＡ／ＤＭＭＡ＝６０／４０重量％、アミ
ン価 １４０mgKOH／g、重量平均分子量 １０，０００、ＰＧＭＥＡ溶液、固形分６０重量
％）を８．３重量部、酸基含有バインダー樹脂（ＢｚＭＡ／ＭＭＡ／ＭＡＡ＝５０／３５
／１５重量％、重量平均分子量 １０，０００、ＰＧＭＥＡ溶液、固形分４０重量％）を
６．１重量部、及び溶剤（Ｄ）（ＰＧＭＥＡ）を６９．１重量部についてディゾルバーで
撹拌混合して、重合体溶液を得た。当該重合体溶液に、重合体のアミンと反応可能な低分
子化合物（Ｃ）（リン酸ジブチル、DP-4；商品名、大八化学社製）を１．０重量部及びＢ
ｚＣｌ（ベンジルクロライド、関東化学社製）を０．５重量部、並びに顔料（Ａ）（Ｃ．
Ｉ．ピグメントレッド２５４）１５．０重量部を添加し、ビーズミルを用いて、前記重合
体（Ｂ）と前記低分子化合物（Ｃ）とを反応させながら、前記顔料（Ａ）を分散し、実施
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例２の顔料分散液を製造した。
【００９８】
（実施例３：顔料分散液の製造）
　３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）（ＭＭＡ／ＤＭＭＡ＝６０／４０重量％、アミ
ン価 １４０mgKOH／g、重量平均分子量 １０，０００、ＰＧＭＥＡ溶液、固形分６０重量
％）を７．５重量部、酸基含有バインダー樹脂（ＢｚＭＡ／ＭＭＡ／ＭＡＡ＝５０／３５
／１５重量％、重量平均分子量 １０，０００、ＰＧＭＥＡ溶液、固形分４０重量％）を
６．１重量部、及び溶剤（Ｄ）（ＰＧＭＥＡ）を６９．４重量部についてディゾルバーで
攪拌混合して均一溶解させた。当該溶液に、重合体のアミンと反応可能な低分子化合物（
Ｃ）（リン酸ジブチル、DP-4；商品名、大八化学社製）を２．０重量部及び顔料（Ａ）（
Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２５４）１５．０重量部を加え、ビーズミルを用いて、前記重
合体（Ｂ）と前記低分子化合物（Ｃ）とを反応させながら、前記顔料（Ａ）を分散し、実
施例３の顔料分散液を製造した。
【００９９】
（実施例４：顔料分散液の製造）
　３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）（ＭＭＡ／ＤＭＭＡ＝６０／４０重量％、アミ
ン価 １４０mgKOH／g、重量平均分子量 １０，０００、ＰＧＭＥＡ溶液、固形分６０重量
％）を８．３重量部、酸基含有バインダー樹脂（ＢｚＭＡ／ＭＭＡ／ＭＡＡ＝５０／３５
／１５重量％、重量平均分子量 １０，０００、ＰＧＭＥＡ溶液、固形分４０重量％）を
６．７重量部、及び溶剤（Ｄ）（ＰＧＭＥＡ）を７４．０重量部についてディゾルバーで
攪拌混合して均一溶解させた。当該溶液に、重合体のアミンと反応可能な低分子化合物（
Ｃ）（ｐ－トルエンスルホン酸メチル、東京化成社製）を１．０重量部及び顔料（Ａ）（
Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６）１０．０重量部を加え、ビーズミルを用いて、前記
重合体（Ｂ）と前記低分子化合物（Ｃ）とを反応させながら、前記顔料（Ａ）を分散し、
実施例４の顔料分散液を製造した。
【０１００】
（比較例１：比較顔料分散液の製造）
　実施例１において、低分子化合物（Ｃ）を用いなかった以外は実施例１と同様にして、
比較例１の顔料分散液を製造した。
【０１０１】
（比較例２：比較顔料分散液の製造）
［比較顔料分散剤１の合成］
　３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）（ＭＭＡ／ＤＭＭＡ＝６０／４０重量％、アミ
ン価 １４０mgKOH／g、重量平均分子量 １０，０００、ＰＧＭＥＡ溶液、固形分６０重量
％）９２重量部と、重合体のアミンと反応可能な低分子化合物（Ｃ）（リン酸ジブチル、
DP-4；商品名、大八化学社製）１０重量部と、ＰＧＭＥＡ　２２４重量部とを配合し、室
温で２時間撹拌して、固形分２０重量％の比較顔料分散剤１を合成した。
　１Ｈ ＮＭＲの測定により、当該アミンを有する重合体のアミン部位とDP-4のリン酸が
反応したことを確認した。
［比較顔料分散液の調製］
　上記合成した比較顔料分散剤１の溶液（固形分２０重量％）３２．５重量部、酸基含有
バインダー樹脂（ＢｚＭＡ／ＭＭＡ／ＭＡＡ＝５０／３５／１５重量％、重量平均分子量
 １０，０００、ＰＧＭＥＡ溶液、固形分４０重量％）６．１重量部、及びＰＧＭＥＡ４
６．４重量部をディゾルバーで撹拌混合して、均一に溶解させた。当該溶液に、顔料（Ａ
）(C.I.ピグメントレッド２５４) １５．０重量部を加え、ビーズミルを用いて分散し、
比較例２の顔料分散液を得た。
【０１０２】
（比較例３：比較顔料分散液の製造）
［比較顔料分散剤２の合成］
　固形分２０重量％溶液となるように、３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）（ＭＭＡ
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／ＤＭＭＡ＝６０／４０重量％、アミン価 １４０mgKOH／g、重量平均分子量 １０，００
０、ＰＧＭＥＡ溶液、固形分６０重量％）８３重量部と、ＰＧＭＥＡ　２２６重量部と、
ＢｚＣｌ 　５重量部とをフラスコに仕込み、窒素雰囲気下で８０℃で4時間加熱攪拌後、
冷却してアミンとＢｚＣｌを反応させた重合体溶液を得た。この重合体溶液に、重合体の
アミンと反応可能な低分子化合物（Ｃ）（リン酸ジブチル、DP-4；商品名、大八化学社製
）１０重量部を加え、室温で3時間攪拌し、固形分２０重量％の比較顔料分散剤２の溶液
を調製した。
　１Ｈ ＮＭＲの測定により、当該アミンを有する重合体のアミン部位とＢｚＣｌ及びDP-
4のリン酸がそれぞれ反応したことを確認した。
［比較顔料分散液の調製］
　上記合成した比較顔料分散剤２（固形分２０重量％）３２．５重量部、酸基含有バイン
ダー樹脂（ＢｚＭＡ／ＭＭＡ／ＭＡＡ＝５０／３５／１５重量％、重量平均分子量 １０
，０００、ＰＧＭＥＡ溶液、固形分４０重量％）を６．１重量部、及びＰＧＭＥＡ４６．
４重量部についてディゾルバーで撹拌混合して、重合体溶液を得た。当該重合体溶液に、
顔料（Ａ）（Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２５４）１５．０重量部を添加し、ビーズミルを
用いて前記顔料（Ａ）を分散し、比較例３の顔料分散液を製造した。
【０１０３】
（比較例４：比較顔料分散液の製造）
比較例１と同様にしてビーズミルを用いて前記顔料（Ａ）を分散後、低分子化合物（Ｃ）
（リン酸ジブチル、DP-4；商品名、大八化学社製）１．０重量部を添加し、ディゾルバー
で１時間撹拌混合し、比較例４の顔料分散液を製造した。
【０１０４】
（比較例５：比較顔料分散液の製造）
　比較例１と同様にしてビーズミルを用いて前記顔料（Ａ）を分散後、低分子化合物（Ｃ
）（リン酸ジブチル、DP-4；商品名、大八化学社製）１．０重量部及びＢｚＣｌ（ベンジ
ルクロライド、関東化学社製）０．５重量部を添加し、ディゾルバーで１時間撹拌混合し
、比較例５の顔料分散液を製造した。
【０１０５】
（実施例５～８及び比較例６～１０：着色感光性樹脂組成物）
　実施例１～４及び比較例１～５の顔料分散液をそれぞれ用い、下記に示す組成を、ディ
ゾルバーを使用して均一に混合して、実施例５～８及び比較例６～１０の感光性着色樹脂
組成物を調製した。
＜感光性着色樹脂組成物の組成＞
・各顔料分散液：１６．０重量部（固形分換算）
・バインダー樹脂（ＢｚＭＡ／ＭＡＡ／ＧＭＡ＝３０／４０／３０重量％、重量平均分子
量 １２，０００）：７．７重量部
・多官能モノマー（ジペンタエリストールヘキサアクリレート（ＤＰＨＡ））：３．３重
量部
・光重合開始剤（ＩＲＧＡＣＵＲＥ３６９、チバスペシャリティーケミカルズ社製）：１
重量部
・光重合開始剤（ＩＲＧＡＣＵＲＥ９０７、チバスペシャリティーケミカルズ社製）：１
重量部
・溶剤（プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート（ＰＧＭＥＡ））：６０．
８重量部
【０１０６】
［評価］
（１）顔料分散液の分散安定性
　実施例及び比較例で得られた各顔料分散液について、２５℃で７日間保存前後の粘度を
測定し、保存前後の粘度の変化率を比較した。粘度については、回転振動型粘度計を用い
て、２５．０±１．０℃における粘度を測定した。分散安定性について下記基準で評価を
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行った。結果を表３に示す。
　○：保存前後の粘度の変化率が５％未満。
　△：保存前後の粘度の変化率が５％以上１０％未満。
　×：保存前後の粘度の変化率が１０％以上。
（２）着色層の形成
　アルカリ洗浄済みのガラス基板上に、上記感光性着色樹脂組成物をスピンコーティング
し、上記感光性着色樹脂組成物からなる着色層形成用層を形成した後、室温３分間、８０
℃のホットプレート上で３分間加熱することによりプリベイクさせ、乾燥させた。次いで
、乾燥後の上記着色層形成用層を、超高圧水銀灯を用いて１００ｍＪ／ｃｍ２でマスク露
光し硬化させた。
　次いで、０．０５ｗｔ％水酸化カリウム（ＫＯＨ）を現像液として用いてスピン現像し
、現像液に６０秒間接液させた後に純水で洗浄することで現像処理を行った。その後、パ
ターン形成された基板を２３０℃のオーブン内で３０分間ポストベイクした。ポストベイ
ク後の着色層形成用層からなる着色層の膜厚は、１．９μｍであった。
（３）着色層の現像性
　上記着色層の形成において、未露光部が溶解し、現像されるまでの時間を測定し、下記
基準で評価を行った。現像の終了は、目視により判断した。結果を表３に示す。
　○：１０秒～３０秒で現像が終了する。
　△：３１秒～６０秒で現像が終了する。
　×：６０秒以内で現像が終了しない。
（４）着色層の密着性
　１μｍ～１００μｍの線幅のラインパターンを露光し、現像後に溶解されずに密着して
いるラインパターンの最小線幅を測定し、下記基準で評価した。結果を表に示す。
　○：１０μｍ以下の線幅のラインが密着している。
　△：１０μｍより大きく、２０μｍ以下の線幅のラインが密着している。
　×：２０μｍ以下の線幅のラインが密着しない。
【０１０７】
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【表３】

【０１０８】
　表３の結果から、以下のことが明らかになった。
　アミンと反応可能な低分子化合物（Ｃ）を顔料分散時に配合した実施例１～４の顔料分
散液は、保存前後の粘度の変化率が小さく、顔料分散安定性が良好なことがわかった。ま
た、実施例１～４の顔料分散液を用いて製造された感光性着色樹脂組成物は、いずれも密
着性に優れ、現像性も良好で地汚れが発生し難いことが明らかになった。
　一方、アミンと反応可能な低分子化合物（Ｃ）を用いなかった比較例１の顔料分散液を
用いた場合は、顔料分散安定性が悪く、密着性も悪いものであった。
　また、アミンと反応可能な低分子化合物（Ｃ）と３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ
）とを予め反応させた顔料分散剤を用いて顔料を分散させた比較例２と３の顔料分散液を
用いた場合は、密着性は良好であったが、現像性が悪かった。
　さらに、３級以下のアミンを有する重合体（Ｂ）を用いて顔料を分散後、アミンと反応
可能な低分子化合物（Ｃ）を後から添加した比較例４と５の顔料分散液を用いた場合は、
顔料分散安定性が悪く、密着性も悪いものであった。
【符号の説明】
【０１０９】
１　基板
２　遮光部
３　着色層
１０　カラーフィルター
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